










目的 

今年度は,前年発表した幼児用質問紙の吟味について,報告する。この質問紙は,1.探索・ア

タッチメント,2.逃避,3.依存,4.攻撃,5.自己刺激 6,多動・自閉の 6 臨床型から構成され,

それぞれ 5項目の質問文が整えられている。これらの項目の選択は,数量化第 3類の結果に

よっている。 

探索・アタッチメントを正常,そのほかのタイプを異常とする仮説の吟味が,今回の目的で

ある。 


